
サポート終了まで残りわずかですよ！
　　　　　　　　　 長い間パソコンを利用していると、ＯＳのバージョンアップに遭遇する事があります。私もＷｉｎｄｏｗｓ９５に始まり、９８、

Ｍｅ、Ｖｉｓｔａ、７、８、１０と何度もＷｉｎｄｏｗｓのバージョンアップを経験してきました。ＯＳのバージョンアップは、新しいＯＳが発売された

らすぐにしなければならないものではありませんが、いつかはしなければならないものです。その最後のきっかけがサポートの終了だと思う

のですが、あと１年ほどでＷｉｎｄｏｗｓ７のサポートが終了してしまいます。「まだ１年」と思っているとあっという間に時間が経ってしまいま

すよ。今回は「サポートの終了」についてお伝えしたいと思います。サポートが終了するのはＷｉｎｄｏｗｓ７だけじゃないんですよ！
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サポート終了ってどんなこと？

Ｗｉｎｄｏｗｓ１０でもサポート終了？

　　　　　　　　　新語流行語大賞は「そだね～」に決まりましたね。私と

　　　　　　　　　しては最近よく耳にする「平成最後の・・・」というのもアリ

　　　　　　　　　かなぁと思っていました。この時期の決まり文句だった

　　　　　　　　　「今年最後・・・」が、今年は必ずと言ってよいほど「平成

最後の・・・」に変わっています。年が明けたら「今年最初の・・・」という

フレーズと「平成最後の・・・」。どちらを多く耳にするのでしょうか？

開発室から

最新のＯＳであるＷｉｎｄｏｗｓ１０ですが、実は既にサポートを

終了していることをご存知ですか？

左下の図ではＷｉｎｄｏｗｓ１０は２０２５年までサポートが続い

ているように書いてありますが・・・。

実はＷｉｎｄｏｗｓ１０は、２０１５年７月に登場してから、ほぼ半

年ごとに新機能を追加してバージョンアップを行っています。

今までに５回のバージョンアップを行った結果、Ｗｉｎｄｏｗｓ

１０には既に６つのバージョンが存在し、このうち最新の２つ

のバージョンを除いた４つのバージョンではサポートを終了

しているのです。

サポートが終了するものはＷｉｎｄｏｗｓだけではありません！

２００９年に登場したＷｉｎｄｏｗｓ７は、今でも根強い人気で、いまだに３割～４割のシェアを誇っていま

す。後から登場したＷｉｎｄｏｗｓ８が今までのＷｉｎｄｏｗｓから劇的に変化し、周辺機器の互換性が無く

なったり、使い勝手が大きく変わったため、特に法人では新しいＷｉｎｄｏｗｓへの以降がスムーズに行

われなかったためだと思われます。それでも後１年ほどでＷｉｎｄｗｓ７のサポートが終了すると、嫌で

もバージョンアップしなければなりません。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　今、日本国内ではWindows１０が半数以上のシェアを確保して

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いますので、バージョンアップは当然のようにＷｉｎｄｏｗｓ１０が第１候補になります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バージョンアップは、パソコンだけをＷｉｎｄｏｗｓ７からＷｉｎｄｏｗｓ１０にするだけでは不完全で、　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ソフトの互換性、周辺機器の互換性も考えなくてはいけません。極端に古い周辺機器で無い限り、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　多くの周辺機器はＷｉｎｄｏｗｓ１０でも動きますが、バージョンアップ前にメーカーのホームページで

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　確認することをおすすめします。周辺機器より心配なのが、Ｗｉｎｄｏｗｓ７で使用していたソフトの方

です。特に使用頻度が高いＯｆｆｉｃｅ系のソフトは、要チェックです。実は、Ｗｉｎｄｏｗｓ７と同時期に登場したＯｆｆｉｃｅ２０１０もあと１年ほどで

サポートが終了するのです。Ｗｉｎｄｏｗｓ１０へのバージョンアップと同時に、Ｏｆｆｉｃｅのバージョンアップも考えなくてはいけませんよ。

「サポートの終了」といっても、普段パソコンを使用していて、マイクロソフトにＷｉｎｄｏｗｓの使用方法などで

サポートの連絡をしたことのある方は少ないと思います。「サポートに連絡しなくてもインターネットで検索

すれば、大抵の問題は解決できるよ」「パソコンに詳しい人がいるから、マイクロソフトのサポートが終了し

ても平気だよ」と思っている方、それは大きな間違いですよ。Ｗｉｎｄｏｗｓのサポートには、新しく発見された

　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｗｉｎｄｏｗｓの不具合を修正するプログラムを配布するＷｉｎｄｏｗｓＵｐｄａｔｅが含

　　　　　　　　　　　　　　　　　まれています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　そしてＷｉｎｄｏｗｓを常に安全な状態で使用できるようにセキュリティ強化のプログラムもＷｉｎｄｏｗｓＵｐｄａｔｅ

　　　　　　　　　　　　　　　　　で配付されます。サポートが終了すると、このＷｉｎｄｏｗｓＵｐｄａｔｅも終了してしまうのです。セキュリティの穴

　　　　　　　　　　　　　　　　　が開いたままのＷｉｎｄｏｗｓをそのまま使用しているとコンピューターウイルスの餌食になってしまいます。　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「サポート終了」＝「ＯＳの寿命」と思ったほうが良いですよ。
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Ｗｉｎｄｏｗｓ１０の
バージョン

リリース日 サポート終了日

１８０３ 2018/4/30 2019/11/12

１７０９ 2017/10/17 2019/4/9

１７０３ 2017/4/5 2018/10/9

１６０７ 2016/8/2 2018/4/10

１５１１ 2015/11/10 2017/10/10

１５０７ 2015/7/29 2017/5/9

※バージョンは、「設定」→「システム」の「バージョン情報」の画面の

「Ｗｉｎｄｏｗｓの仕様」の欄に記載されています。

Ｗｉｎｄｏｗｓ１０は、インターネットに接続されていれば自動で

バージョンアップするので、バージョンは１８０３になっている

はずですが、もし１７０９以前のままになっていたら、手動で

ＷｉｎｄｏｗｓＵｐｄａｔｅを実行してみましょう。

Ｗｉｎｄｏｗｓ７とＯｆｆｉｃｅ２０１０の他にも、Ｗｉｎｄｏｗｓ Ｓｅｒｖｅｒ２０

０８も２０２０年にサポートが終了します。ハードに寿命があ

るように、Ｗｉｎｄｏｗｓやソフトにも寿命があります。

既にＷｉｎｄｏｗｓ１０を使用している方も、Ｏｆｆｉｃｅのバージョン

アップなどの情報に関心をもって、常に安全で安心な環境で

パソコンを使用できるようにアンテナを広げておきましょう。


